


















要約 輸血用血液と HTLV-1 感染キャリアーの抗体スクリーニングテストとして広く用いら

れている現行PA法と改良型PA法とを比較した結果・改良型PAはいわゆるgray samples(そ

の大部分は現行 PA で 1:16～1:32 を示す疑陽性検体)の約 80%を陰性と判定し、更に現行 PA

でプロゾーン反応を示した検体(疑陰性)を陽性と判定した。現行 PA で陽性、改良型 PA で

陰性を示した検体(152 例)の中、3 例のみがエイテスト EIA で陽性を示したが、FA を含む

他の抗体検査法では全て陰性であった。従って改良型 PA は非特異反応を大幅に減らした

が、偽陰性を生じる確率は極めて低いと推定される。

また PCR による DNA 増幅法で陽性を示した HTLV-1 キャリアー 22 例の内、1 例を除く 21

例が PA で抗体陽性、その中 19 例が r-envELISA で陽性、16 例がエイテスト EIA でも陽性

を示した。更に PA と WB の両方で抗体陽性と判定された 8例のうち、エイテスト EIA で陽

性を示したのはわずか 2例であったのに対して、r-envELISA では、7例が陽性を示した。

これらの結果から、r-envELISA は感度と特異性に優れた抗体検査法として、HTLV-1 キャ

リアーの診断に有用であることが示唆された。


